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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　　ヘ　　　ヘ　　　ヘ　　　ヘ
　ブックマンという言葉には少しばかりノスタルジックな世紀末的な感じがします。生涯

にわたって情熱的に書物と恋を重ねた人のことだというのではとても十分ではありませ

ん。しかし，書物についてすることができるほとんど全てをした人については，これ以上

に当てはまりそうなものを私は知りません。私はいちども書物を燃やしたこともなく検閲

したこともありませんが，多くの書物を著し，共同執筆し，寄稿し，アンソロジーを編纂

し，書物や叢書を編集し，書物について講義し〔1〕，書評し，翻訳し，索引を作り，自分の手

で活字を組み，印刷し，製本し，出版しました。私はまた少なくとも三つの雑誌を創刊し，

編集しました。このうちの二つは今なお続いていまして，それは『文献雑誌（7勢力％初α1

げ40傷〃zθ吻’50％）』と『ヴォルテールと18世紀研究（S’％4’θsoηレb伽加αη4孟乃θ召な乃一

’θθ励6θ彫鰐）』です。後者は私が今でも編集しており，120巻に達しています。私は書物

や逐次刊行物｛2〕のカタログやリストを作り，書物のリストのリストを作り，書誌学の初期の

歴史を切り開きました。

　次のことを知ることはあなた方を楽しませるかもしれません，それは，私が編集した最

小の書物が『のんきな考え』（ジュネーヴ，1956年）（1）というタイトルで，128折の判型に5

ポイントの活字で組み，3．4cm×2．5cmのものであり，判型の最大のものは二折の『ヴォ

ルテールの家計簿』（ジュネーヴ＆ニューヨーク，1968年）（2｝，これは38cm×28．2cmであ

る，ということです6こうした細々したことが愛書家の興味をかき立てるといわれていま

す。

II

　私はまた書物を蒐集しました。それは今なら愛書家的精神とみなされるものからではな

く，純粋な愛情あるいは必要からでした。私はしばしば書物を買いましたが，それはたん

に美しいとか特に興味があったからです。私が特にこういうのは興味をかき立てない書物

といったものはないからなのです。まったくそうで，私は1929年にパリにいまして，そめ

年に出て後にたいへん賞賛されるようになつ売ジェームズ・ジョイスに関する書物0解

［1〕　ロンドン大学図書館学部の特別講師として，複数のアメリカの大学の図書館学部の臨時講

　師として。

〔2〕　というのも，私がr英国雑誌総合目録（B漉幼〃〃ゴ。％一6α観og解（ゾρ6ガ04比嬬）」を発案し，

　計画を立て，タイトルページにどうあろうとも，大部分を編集したから。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へθ％㎎擁％漉0η名0吻4挑力0’那0漉0％（3）をオデオン座通りにあるシェークスピア書店で購入

し，その中で，サミュエル・ベケットという名の無名の若者によるエッセイに魅せられま

した。たぶん私は最初のベケットファンになったのでしょう，私は多くの国の本屋を訪ね，

彼らにヴォルテールかサミュエル・ベケットが書いた何かを提供できるかどうか尋ねます

と，彼らがびっくりした表情を浮かべるのをしばしば子供のように楽しみました。これが

40年間続き，1970年には私の書棚はこの多作な沈黙の予言者による，そして彼に関して

様々な言語で出された著作のほぼ完全な膨大な蒐集であふれてしまいました。田舎に引っ

越すときにはそれを売らざるを得なくなりまして，今はマックマスター大学の図書館にあ

ります。

　これは最も純粋な賞賛と愛着から集めたコレクションでして，実用性という点では私に

は全く無用のものでした。というのも今までベケットについて一字一句出版したことがな

いからです。それはそれとして，私は主に機能的な理由から書物を集めてきました。長い

間，私は毎日図書館が開かれている間はそこで大がかりな仕事に携わっていました。です

から，それ以外の全ての仕事は家で行わなければならず，ロンドン図書館ωもウイリアムズ

博士図書館⑤も私の必要なもの全てを満たせませんでしたので，そんなわけで私の書棚に

書物が蓄積されました。．こうして，私が『オックスフォード書誌学叢書（Oxford　books　on

bibliography）』シリーズの編者の1人で，キャデル＆デイヴィス（Cade11＆Davies）出

版社についての巻を編集したときに（6），幸運にもアーノック（Eamock）の手稿を見つけ，

それらをスコットランド国立図書館へ与えるよう国立図書館友の会（The　Friends　of　the

National　Libraries）を説得しました。その後，私はバーンズ・テキストの歴史に関するコ

ンパニオン版を企画しました。これはオックスフォード書誌学叢書が不幸にも中止された

とき挫折しましたが，その時までにはバーンズの諸版本をほぼ完全に集めていました。こ

のコレクションは同時に版元製本の代表的なコレクションでして，つまりこうした装飾製

本が発展した時期に，バーンズがこの国でシェークスピアも含む他の著者よりもたいへん

頻繁に印刷されたというのは注目すべき事実であるということです。私の家（ハムステッ

ドのガイオンハウス）がドイツ軍の爆弾でひどく破壊されたとき，バーンズ・コレクショ

ンを処分しなければなりませんでした。それは今はニュー・ハンプシャーのダートマス・

カレッジ図書館にありますω。

　同様に，私はヴォルテールを蒐集したいとは特に思っていませんでした。それはかりに

やったとしたら確かに無謀な試みです。しかし，もし私が自分の手元に必要な書物を持っ

ていなければ，私が引き受けた幾分大量の編集の仕事は不可能だったでしょう。というの

もこの多作な天才の書誌は他のいかなる作家のものよりも複雑だからです。テクスト的に

重要な彼の版は数十，数百の単位ではなく七千の単位でした。そしてそれはほんの一部で

して，ヴォルテールの手紙の手稿が市場に出回ったとき，それなしにすますという考えや，

まして原資料が入手できるときに二次資料によって出版するという考えは，持ち合わせて

いなかったからです。そうして一つのことが他のことを導き，ついに私は偉人の家にヴォ
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ルテール研究所兼美術館（Institut　et「Mus益e　Vdtaire）を設立したとき，コレクション全

体をジュネーヴ市へ寄贈しました。ただそれは私が今まで行ったことの中でも飛び抜けて

ばかげたことでした。コレクションを手放したからではなく，堕落した外国人嫌いの市当

局に無条件にしかも生存中に寄贈したからです。このコレクションは今や12，000冊の印刷

本，ほぼ同数の手稿．大量の絵画，彫刻，版画などに膨れ上がりました。私が自動的に新

しい取得物をレ・デリス（Les　D61ices）（8）のコレクションに追加することをやめて以来，さ

らに相当の量が，特に手稿が作業道具として私の手元に再び蓄積されています。

　ただし，次のことを告白しなければなりません。私の最も愛した書物コレクションは15，

16，17世紀の美術書のコレクションです。それは私の情熱の多くを掻き集めました。それ

は西洋美術の印刷された資料を例証しようとしたものです。コンクションは，ステファノ・

デラ・ベッラ（9）による少数の版画セットや，不思議なくらい多作なジャン・ル・ポートル（10）

による多数の版画群といったようなオリジナル作品を含んでいます。当然それはまたアル

ベルティのもの（1540年）（11）のような，美術に関する理論的な研究論文も含んでいますし，

レオナルド・ダ・ヴィンチの絵画に関するもの（1651年）（12》，ポンポニウス・ガウリクスの

彫刻に関するもの（1504年）（13），フェイソーンの彫版に関するもの（1662年）（14），多くの人

の広義の建築に関するもの，その中にはフルテンバッハの見事な『造船術』（1629年）（15）を

含みますが，そのような美術の特定の形式についての論考も含んでいます。遠近法と解剖

学に関する著作も軽視していません。前者のカテゴリーではアッコルティのもの（1625

年）（’6），後者では偉：大なデカルトのもの（1662年）Q7）のように，特に美術家に向けたもの，

あるいは美術家に役に立つものであるときにはそうです。ヴァザーリのもの（図版入り初

版，1568年）（18），たぶん最初の抜き刷りである彼の『偉大なミケランジェロ・ブオナロティ

の生涯』（1568年）（19）は言うまでもありませんが，こうした歴史的書誌的作品も重要な役割

を果たしています。考古学的遺物に命を与える多くの試みについても同様です。その中で

もカルヴォの『画像』（1532年）（20）は最も珍しく，デゴデによるもの（1682年）（21）は少なか

らず壮大なものです。ローマへの初期の案内書の場合のように，旅行者の案内書もしばし

ばたいへん重要で，そうしたものとして『画家のイタリア旅行記』の英語版（バッリによ

る，1679年）（22）があります。

　こうした書物の種類は全て自明のものですが，想像力をかき立てれば，最も刺激的な模

範のいくつかを直接には期待していない場所で発見します。そうしたものとして，（プロッ

ト1686年（23）のような）自然誌に関する書物や，とりわけ花（パーキンソン1640年）（24），果

実（フェッラーリ1646年）（25），樹木（ヨンストン1661年）（26），園芸（ル・ブトー1680年？）（27），

哺乳動物（アルドロヴァンディ1621年頃（28），鳥類（オリナ1622年）（29），魚類（チャーミン

グでウィットに富んだピエール・ペロンの『魚の本質と多様性」1555年（30）といったもの），

昆虫（ヤコブ・ホェフナーゲルの絶妙な『異なった翼ある昆虫の像』1630年（31）といったも

の）に関するものがあります。スポーツについてもいうに及ばず，フランシス・バーロウ

の天才とホラーの天才が結合している『狩猟のいくつかの方法』（［1671年］）（32）ようなもの
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です。見事な行列用の本やカリグラフィーの本，祭りや紋章についての魅力的な記述も忘

れてはいけません。これら4種類の見本は［ショーヴォー？］による素晴らしい書物（1549

年）（33），アンフィアレオによるもの（1548年）（34），『魅惑的な島の娯楽』（1673年）（35），アル

チアティのパリ初版（1534年）（36）です。

　活版印刷術の分野では，ルカ・パチョーリの『神の調和について』（1509年）（37）やジェフ

リー・トーリーの『お花畑』（1529年）（38）の現存する最良のコピーに一時的な避難場所を与

えるだけの幸運がありました。

　最後に，最も洗練された美しい図版のいくつかが，なんと軍事書に見出されます。見事

な装飾のヘルマン・フーゴーの『騎兵について』（1630年）（39）やフランチェスコ・マルツィ

オーリの『軍人の教訓』（1670年）（40）などです。デューラーの版（1525年）㈹のように，美

術に適用された幾何学を扱っていようといまいと，技術的な作品も無視していませんし，

非常に珍しいフェルディナンド・ベルテッリの『我々の時代のほとんど全ての種族の服装

について』（1563年）（42）のような衣服に関する書物，ダンス（カローン1581年）（43），体操（メ

ルクリアーリス1573年）（44），曲芸（トゥッカーロ1599年）（45）に関する書物，ジュッセのも

の（1627年）（46）のような傑作を生み出す特有の工芸，歴史（フォレスティによる1497年の

もの㈹のような，特別な肖像画という点で），旅行，敬神に関する書物も無視できません。

しかしながら，こうした最後の種類の書物はたいへん多く，少数の目立った例によって代

表されているにすぎません。

　コレクションはまた図版で有名な一般書の小グループも含んでおり，デューラーの木版

画付ロスヴィーダの『著作集』（1501年）（48），ホルバイン（49）の図版付エラスムスの『愚神礼

賛』（1676年）（50），ヴォルゲムートの木版画付プリドリン『宝箱』（1491年）（51｝，ヴォノレゲム

ートとプライデンヴルフ（52》の図版付シェーデルの『ニュルンベルク年代記』（1493年）（53）な

どです。

　このコレクションは今なお私の所蔵品の中で増殖中で，その完全な目録は印刷中で
す（54）。

　私はまた，様々な方法で，書物の保存に大いに貢献しました。それにはミニ印刷再製技

術の多くの先駆者の一人であることもありますが，しかし，おもには私が戦争中に一精力

的な活動の合間に一戦後の状態回復を組織化するためになしうる全てを行ったことにより

ます。私の「国際図書館情報センターの提案」〔3〕について，長い間ユネスコの図書館プログ

ラムの責任者だったエドワード・カーターが，ありがたいことに記録にとどめてくれてい

まして，私は「戦後の図書館の状態回復という巨大な仕事を扱うための実際の行動パター

ンを定めたおそらく最初の人であり，彼は」ユネスコ図書館プログラムの「最初に含まれ

る示唆の大部分を見て満足した。彼の提言は図書館の状態回復という当面の戦後問題をは

るかに超え，図書館相互間のコミュニケーションシステムという究極の枠組みとして想像

〔3〕　1943年9月，図書館協会の第18回大会にて報告。
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豊かな書誌的構造の創造を含んでいた。」〔4〕

III

　私は自分が書いたり編集した書物について何も語るつもりはありません。それは苦痛で

すし，あなた方を退屈させるでしょうから。けれどもあなた方が私の数え上げた中で注目

しているかもしれない細部についてはいくらか語りたいとは思います。それは印刷業者・

出版業者としての私の活動です。前者はたんに生涯にわたる愛書家として私の別の様相の

結果であり，それが高じて個人印刷所を設立するに至ったものです。当時ガイオンハウス

印刷所は一つの屋根の下で編集，組版，印刷，製本，つまり全ての作業が行われたこの国

で唯一のものでした。印刷所は1940年のロンドン大空襲の際に完全に破壊されました。も

っとも，それは私がいくらか価値のある作品，特に『マグナ・カルタとイギリスの自由に

関するその他の章典』㈹をわずかながら，なんとか生み出したあとで．はありました。ちなみ

に，この書物は現在の美麗本の中でも，特にベラムによるものでは大変珍しいものの一つ

になっています。その当時，それは書物生産の年間最優秀例の一つに選ばれました。妙な

話ですが，私は二つの国で尊敬されています。というのも，『ヴォルテール書簡』㈹もまた

後に選ばれましたが，しかしこのときはスイスでのことだったからです。

　私は全く異なった理由から』出版業者になりました。1935年頃，オックスフォード大学出

版局に後に『書誌の世界書誌』（57》になった書物の企画を提出した時，ハンフリー・ミルフォ

ードとR・W・チャップマン，当時それぞれロンドンとオックスフォードの営業部長でし

たが，彼らが私に，検討と感想を引き延ばしたあげく，その本は実行するに値せず，仮に

値したとしても，一人でそれを成．し遂げることは不可能だと言いました。これは恐ろしい

一撃でした。しかし，私はよくそれに耐え，そこから学ぶ準備がありました。それはバー

ナード・ショウへの長く久しい賞賛と彼の出版方法についての大変立ち入った知識故に。

要するに，私は出版業者たなったのです。その日以来，私は自分の刊行不能の著作，すな

わち，図書館が不可欠とみなした著作の全てを自分で作りました。結果として，書店，私

がいつも出版業者よりももっと消耗用とみなしていた，少なくとも『世界書誌』や『ヴォ

ルテール書簡』のような書物にとってはそうみなしていた，仲買人の一族との絶え間ない

闘争に巻き込まれました。この非難が絶対的ではないといえるのは嬉しいことで，バジル・

ブラックウェルとの関係はいつもここちよいものだったからです。そして書物購入者とし

て私は，マグス氏やゴールドシュミット氏やその後継者たちのような紳士と長くうち解け

た関係を保ってきました。実をいえば，何か取引といえるようなことをしたのは一つの書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　　ヘ　　ヘ　　　へ
店だけです。それはニュー・ヨークのクラウスで，その振る舞いはフランス人が形容の言

へ　　ヘ　　ヘ　　へ

葉もないと呼ぶものでありました。

〔4〕「ユネスコ図書館プログラムの誕生」，Tveteras記念号，185ページ。カーターは世界書誌学

　　図書館センターというアイデアを私のものとしているが（195ページ），彼の記憶の誤りであ

　　る。この大げさなタイトルは私の発明ではない。
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　『世界書誌』の初版を出版したとき，割引を認めないからと書店が厳しく非難したのは事

実です。第2版の出版前に彼らを回って，予約注文をするなら割引しようと言いましたが，

申し出に応じたものは誰もいませんでした。それにも関わらず，私は第3版では割引を認

めましたが，今度は割引が大きくないからと以前と同様に非難を受けました。そして，販

売にはたいした効果はありませんでした。第4版では，再び割引をしませんでした。

　『ヴォルテール書簡』の作業をしているとき，もう一度試みることになりました。エーメ

ンハウス（58）の面々は変わりましたが，態度の方は少しも変わりませんでした。財団も完全

に一致して私を一笑に付しました。それで再び私は自分で前に進むことを決意したのです。

仕事を計画し実行し，しかもビジネスマンに変身しなければならなかったというのは，あ

まりに不公平だと思いましたし，今でもそう思っています。この性に合わない変貌は骨折

りと涙と汗なしでは達成できませんでした。幸運にも，短命なガイオンハウス印刷所で印

刷と出版の実務の若干を学んでいました。それでもそれは苦痛な経験でしたし，少なから

ぬ苦々しさを残しています。『ヴォルテール書簡』の進行中に一そして結局これは107巻に

及ぶ膨大な事業でしたが一支出が最高に，収入がゼロになってしまい，私は破産寸前にな

りました。

　私は自分の努力によってこうした重要な事業をどうにか成し遂げました。しかし他人の

協力なしでは進まないときには，必ずしも成功ばかりではありませんでした。これはなぜ

だったでしょう。私はこういつた失敗を自分の気質的な欠点のせいにすることに全く異存

ありません。妥協を望まず，個人主義的傾向が非常に強く一筋金入りの社会主義者として

はたぶん風変わりでしょうが一そして，とりわけ策略を嫌う。一例を挙げましょう。ヴォ

ルテールの書簡と『ヴォルテールと18世紀研究』を編集するためにヴォルテール研究所兼

美術館を創設したとき，スイスでの調査作業がこの分野ではとても困難であることを発見

しました。これは大部分連邦国家制によるものでして，つまり立派な図書館はいくつもあ

るが，中心的な大きな図書館はなく，比較的新しいベルンの国立図書館はまだ勘定に入っ

ていないということを意味しています。そのため，例えば，どの図書館も私が日々必要と

した18世紀フランスの主要な雑誌をどれも完全なセットで持たず，大部分の図書館は部分

的なセットを持っているに過ぎませんでした。私は州の司書の会議を招集し，便利なよう

に分配して完全なセットを作り出すような期間での交換計画を提案しました。これは明ら

かに気の利いた考えでしたが，司書の表情には完全な恐怖の色が浮かび上がっていました。

ヴォルテール的理性を無邪気に信仰していたために，私は重要な要因，スイス愛郷主義の

非合理的なまでの強さを見逃していました。それは不完全なセットを完全にしその価値を

高めるであろうはずの他の号との交換であってさえ，雑誌の半端な号を，しかも外国人の

示唆で，手放すことなど期待できないものでした。

　こうした気質的な欠点は，失敗した〔5〕プロジェクトのいくつかが筋が通っており，いっか

結果を出すだろうという，私の信念によってたぶん例示されるでしょう。そのうちの二つ

について若干説明しておきましょう。これは私にとっては自分の出版した作品を説明する
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よりも，あるいは私が知っている文学者の自慢をするよりも，あるいは逸話にふけるより

も，まちがいなく役に立つに違いありません。

IV

　私が最初に議論したいプロジェクトはヨーロッパ・ユニオン・カタログについてのもの

です〔6〕。提案一般の本質的な利点をあえて正当化する必要はほとんどないでしょう。ユニオ

ン・カタログというものは中世後期にまでさかのぼります。現代では，ワシントンのナシ

ョナル・ユニオン・カタログが今世紀の始めに緩やかな発展を開始しました。最初はその

成長がとても遅く，多くの疑問もありました。しかし今日では，それが包含するあらゆる

有用性を問題するものは誰もいません。

　それでも，大規模なユニオン・カタログの本質的価値について，一つの飛び抜けて重要

な点は指摘する値打ちがあるでしょう。大図書館の蔵書が相互に類似していると想像され

るために，時々疑問が生じます。こうした疑問は自然なように見えますが，実際にはその

見解はたいへんな錯覚です。例えば，イギリスの図書館の所蔵雑誌といった非常に限られ

た分野でさえ，重複の度合いはあまりにわずかで，所蔵部数とタイトル数の比率はほんの

1．8対1程度であることが分かりました。つまりそれはもちろん，雑誌の大部分はたった一

つの図書館にしか見つからないと言うことです。印刷物一般といういっそう広い分野でも

同じことがいえます。例えば，スイスの20の図書館の比較的小規模なユニオン・カタログ

では，』記載事項の84パーセントを下らない分がまつ．たく重複していません。同様の結果が

そうした調査で常に得られます。一つだけ大規模な例を挙げますと，ワシントンのユニオ

ン・カタログのサンプルの記載事項2293件（AbeからAberdeenまで）とブリティッシュ・

ミュージアム・：カタログ，フランス国立図書館カタログ，ドイツ総合カタログの対応する

部分とを比較した場合，これら三つの一覧表は合わせても同じ範囲内に1652件しか含んで

いません。つまり，ワシントンのユニオン・カタログは三つのヨーロッパのカタログを合

わせた物よりも30パーセントも多く含んでいるのです。しかしながら，それにもかかわら

ずヨーロッパのカタログに記載されている事項の63パーセントがアメリカのカタログに

はなく，逆に後者の記載事項の73パーセントが前者にはないという事実はさらに注目すべ

きです。三つのヨーロッパのカタログは，完成すると，少なくともワシントンのユニオン・

カタログに存在しない600万件の記載事項をもたらすだろうという計算になります。この

数字に直面すれば，多国間ユニオン・カタログの潜在的な相互有用性を強調する必要はほ

〔5〕私が最も深く後悔した失敗は，別の分野にあった。多年，私はイギリスの水彩画と線画を蒐：

　回していたが，それはナショナルギャラリーの中核として国に寄贈するためだった。政府や大

　　ロンドン市議会との私の議論は無に帰し，私は最後に自分の二1レクションを解体しなければ

　　ならなかった。

〔6〕　この主題について以下に述べることは，公式の文献と私の論文‘The　Eu沁pean　union　cata・

　logue　project’，71乃θノbz〃％σ1ρ〆40α6〃39π彪’名。η　（London　June　1958），xiv．56－64に基づく。
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とんどないでしょう。

　ヨーロッパの内部でさえ，数的比較はかなり印象的です。同じ1652件のサンプルのうち，

わずか60件がブリティッシュ・ミュージアム・カタログとフランス国立図書館カタログの

両方に見つかり，65件がフランス国立図書館カタログとドイツ総合カタログの両方に見つ

かり，29件のみが三つのカタログ全てに現れます。このような驚くばかりの印象的な数字

は大規模ユニオン・カタログがどれほど価値があるかを決定的に証明しています。（ある限

界内で）領域が広くなればなるほど，そうした編纂の有用性は増すからです。書誌的な調

査が最も遅れている国々の図書館資源が共通のプールへ利用できるようになると，注目す

べき結果が得られるだろうというごとは間違いありません。ですから，ヨーロッパ・ユニ

オン・カタログは疑いもなく主として最も遅れている国々に有用でしょうが，最大の図書

館を持つ国々でさえその図書館が最も不十分な分野では相当の利益を得るでしょう。

　私がユネスコで働いていたとき，印刷本に関するヨーロッパ・ユニオン・カタログの可

能性を見極めるための試験的なプロジェクトの実施を認可されました。私は目録編纂組織

をパリ，ベルン，プラハ，ブラティスラヴァ，コペンハーゲン，アールフスに設立し，明

らかに不可欠な新しい目録規則を編纂しました。たった3ヶ月間にわずか実働7人の目録

編纂者の作業の結果，73，000枚のカードが5つの国からユネスコに送られてきました。不

幸なことに，プロジェクトはまだ何の結果も利用できないうちに，参加国やその代表者か

らではなく，語るのも恥ずかしいことですが，むしろ何人もの司書から激しい批判にさら

されました。ユネスコは災厄のような論争から逃げ出し，プロジェクトは裸の赤子の状態

で即座に放棄されました。利用可能な基金は，僅か19，809枚のカードが整理され，部分的

に分析されたところで底をつきました。カードはAからAhまで進んだところでした。こ

の比較的小さなサンプルでさえ，その結果は驚くべきもので，注目に値します。チェコス

ロヴァキアの二つの図書館ω，デンマークの二つの図書館，フランスとスイスにある部分的

に重なる二つの図書館でプロジェクトを設立することで，私が個人的に期待していた結果

に反する試みを私が故意に重視したように見ることができます。にもかかわらず，結果は

むしろ本当に驚くべきものでした。

〔7〕　しかし残念なことにブラティスラバのカードは技術的な理由により破棄されねばならなか

　つた。
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一つの図書館から報告された図書

二つの図書館から報告された図書

三つの図書館から報告された図書

四つの図書館から報告された図書

五つの図書館から報告された図書

17，769件

1，656件

　329件

　　51件

　　4件

19，809件

　この結果は一つしかない図書は各図書館の国語の中にあったという事実によるものであ

ったと推定をされるかもしれません。ただしフランス語はフランスとスイスに重なってお

り，ドイツ語はチェコスロヴァキアとスイスに共通であることを忘れてはいけませんが。

しかしながら，そういうことではありません。サンプルがあまりに小さくて詳しい分析は

行えないのですが，しかしとにかく，最初の7，947枚の整理済みカードを詳しく勘定した

ものからの，そしてバランスのとれた絵を与えてくれないことが明らかな，いくつかの意

味ある数字がここにあります。

　　　　　　　　　　　　　　　整理済みカードの枚数

アールフス

ベルン

コペンハーゲン

パリ

プラハ

760枚

1993枚

．387枚

4040枚

767枚

7947枚

　各図書館の作業結果の違いは，新しく目録を編纂したものを表している場合もあれば，

既存の記載事項を再度記述したもののみが含まれている場合もあったという事実によりま

す。

　ここに報告されたフランス語とドイツ語の図書の分析があります。

パリからのみ報告されたフランス語の図書数

パリ以外の一つの図書館から報告されたフランス語図書の数

一つの図書館から報告されたフランス語図書の合計

1826冊

278冊

2104冊

二つの図書館から報告されたフランス語図書の数

三つの図書館から報告されたフランス語図書の数

四つの図書館から報告されたフランス語図書の数

茸つの図書館から報告されたフランス語図書の数

254冊

50冊

　4冊

　1冊
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一つの図書館から報告されたドイツ語図書の数

二つの図書館から報告されたドイツ語図書の数

三つの図書館から報告されたドイツ語図書の数

四つの図書館から報告されたドイツ語図書の数

五つの図書館から報告されたドイツ語図書の数

1568冊

260冊

　82冊

　15冊

　3冊

　このような統計は図書の質を考慮していないから決定的なものではないという批判にあ

いました。これは中央研究図書館の機能を誤解したものです。こうした図書館は偉大なあ

るいは標準的な書物を提供するために存在しているのではありません。どんな公共図書館

も学部図書館もそんなものは所蔵しています。ブリティッシュ・ミュージアムやフランス

国立図書館は，珍しい本，忘れられた本，無名の一たいてい本質的に価値のない一本を，

たびたび求められるわけではないけれど，求められるときには絶望的なほど必要とされて，

見つけることが出来ない本を提供するためにあるのです。

　ヨーロッパ・ユニオン・カタログについてこれ以上決定的な説明はほとんどなされえな

いだろうといっても，確かに私は間違っていないでしょう。それは間違いなく望ましいも

の，完全に実行可能なものですから，ヨーロッパ共同体の始まりを経験している今，それ

はヨーロッパ統合への著しい貢献をはげますものではないでしょうか。

　最後に一言。ユネスコの試行プロジェクト，極めて困難な戦後の状況下で73，000枚のカ

ードを作ったこのプロジェクトの追加費用全体は，旅費及びタイプライター，ファイルキ

ャビネットその他諸々の資産を含めて，僅か16，550ドルでした。

V

　二番目の不成功なアイデアープロジェクトの地位に達しさえしなかったためにそう呼ん

でいます一は大図書館向けの新しい種類のカタログについてです。それは元々，当時アメ

リカ議会図書館長であったルーサー・エヴァンズからその図書館とその目録について私の

見解を述べて欲しいと招かれた結果でした。知的なもてなしであるそのレヴェルの注文は

率直な返答を誘い，それに値します。そこで議会図書館の目録の分析〔8〕を始め，それは以下

の条件を満足しなければならないと指摘して，解決方法を提案しました。1．できあがる目

録は完壁でなければならない。2．どの一つのアルファベットも常に新しくなければならな

い。3．どこでも利用できるものでなければならない。4．利用しやすくなければならない。

5．場所をとらないものでなければならない。6．費用がかかりすぎてはならない。いいた

かったのは，これらの条件が全て議会図書館の目録に欠けているということでした。

〔8〕　そのうち，私の‘The　Ubrary　of　Congress　and　the　future　of　its　catalogue’，71肋ノ∂πγηα1

　げ400％膨窺襯。η（London　March　1946），　i．194－205，はそれの要約にすぎない。続きは

　‘Symposium　on“The　Library　of　Congress　and　the　future　of　its　catalogue”，　by　Theodore

　Besterman’，∫4吻（March　1947），ii．245－254．
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　提案した解決方法はカードカタログの廃止を含んでいたことを併せて申し上げておきま

しょう。要するに，提案は次のようなものでした。完全に新しい目録はルーズリーフ型で

作られる・こと，目録の活字は組み置きしておくこと，新規目録記載事項分の活字は継続的

に組み置き活字に組み込まれること，決まった間隔で，一月毎あるいは一週間毎でもよい

ですが，変更があった頁はいずれも印刷しなおされ，目録の元頁と取り替えられるべきで

あること。

　私が立てた六つの条件をこの計画がどのように，そしてどの程度満たすのかを考えてみ

ましょう。完壁さに関する限り，それは確かにそれだけで完全になることはないでしょう。

目録の物理的形態のみを問題にする計画は，何であれ，完壁さを達成できません。それは

政策と予算の問題であり，どのような目録改革それ自体とも別物です。これとの関係で私

の目録に対して要求されることは以下が全てです。A．私が骨子を述べたような目録は，ご

く少数の図書館だけが対処しうるようなスペースの問題を生むことなく，無限にふくらむ

記載事項数を収めうる一番好ましい枠組みを提供し，B．莫大な，何であれ新しい歳出予算

を要求することなく，このような巨大な事業の費用にたえられるということです。これは

たしかに最初の条件を満たすのに大いに役立つでしょう。

　目録は常に最新のものでありたいという点は議論を要しません。それは提案の不可欠な

一部です。毎週再版されるなら，出版あるいは取得から目録への組み入れまでの時間差は

目録作成の時間＋印刷の時間＋1週間だけでしょう。目録の「死んだ」部分の頁，したが

って再版されず，やがて消えてしまう頁のことですが，それは僅かな費用で置き換えられ

てしまいます。この問題点についてこれ以上のコメントは必要ないでしょう。

　同じことが次の条件，どこでも利用できるという条件についても当てはまります。明ら

かに，この形態の目録はスペース，あるいは備品や維持費への投資という特別な問題を何

ももたらさず，適切な価格で寄付されますので，どこでも利用できるでしょうし，全ての
　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　　ヘ　　　ヘ
ー般図書館にとって優れて不可欠な唯一のレファレンスツールとなるでしょう。

　その目録は，確かに微細な「活字」のついた，写真式『目録』㈹よりも利用しやすいでし

ょうし，カード目録よりもはるかに利用しやすいでしょうし，マイクロフィルムやマイク

ロカードといった性質のどんなものよりもいっそう利用しやすいでしょう。

　さて次はゴ提案のおそらく問題的な側面であるスペースと費用についてです。もちろん

明らかに；平均的な目録カードのレイアウトでスペースを考慮するのは見当違いです。カ

ードの大きさは決まっており，ほとんどのタイトルは1枚のカードに収まり，したがって

ものは利用できる表面全体で十分に処理される方がよ吟です。タイトルがとても短くても，

やはりカード全体が使われなければなりません。私が工夫した見本のレイアウトでは，1

頁に25件分が含まれるでしょう。この見本は純粋に例示と比較のために提供したもので，

印刷術的にも書誌的にも，熟慮の末の提案と考えてはいけません。それは10ポイントのセ

ントー（60）の，狭く小さくとても読みやすい活字面と，非常に魅力的なイタリック体（アリ

ーギ（61））で組まれています。しかしながら，別の点では目録作業に完全に適してはいませ
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ん。ですから繰り返しますが，この見本は必ずしも明確な推薦物ではないのです。ベンボ（62）

の方がもっとよいかもしれません。ブリティッシュ・ミュージアムの『総合目録』の頁は

（『目録』の435平方cmに対して）468平方cmの活字領域を持ち，より大きな活字で平均

30件以上を含んでいます。しかし，アメリカ議会図書館の入力フォームはブリティッシュ・

ミュージアムのものよりも長いという事実は考慮しなければなりません。

　さらに，提案された目録は用紙の片面にのみ印刷されており，300枚で便利な1冊になっ

ていると仮定してみてください。これは1冊に7500件，つまり2インチの厚さとなるでし

ょう。そうすると，200万件は8万枚または約266冊となり，45フィート以下の書架スペ

ースを占めることでしょう。どんな図書館長も渋い顔になることのない数字です。もし目

録が1000万件にまでふくれあがっても，結果として生じる規模，つまり1330冊と225フ

．イートの書架スペースはまだ穏当なものです。書架45フィートとカード目録に必要な

2000平方フィートとの対照を強調して，広大なスペースの節約という結果を明らかにする

必要はほとんどいらないでしょう。

　残りは費用の問題だけです。なぜ大きなカード目録を維持するのにあれだけの費用がか

かるのでしょうか。それは，（増加分に対応するため）目録の引き出し1つには750枚のカ

ードしか入っておらず，そのため200万枚のカードが2600個の引き出しを占めており，結

果として毎週1500枚目カード（おおよその受入量です）の組み込み作業はほとんど同数の

引き出しの開け閉めを伴うからです。この費用はとても莫大なものなのでほとんどの図書

館は（もちろん議会図書館自身は違いますが）カードを貯めてから整理するすることで，

目録の有用性を損ないます。もし約6000枚のカードが同時に整理されるなら，開け閉めす

るべき引き出しの割合は相当減少します。しかし，他方，前段階の並べ替え作業がより長

くかかります。要するに，カード目録を維持する費用から逃れられません。評価はできる

けれどもささやかな事柄は新しいカード750枚毎に1個の新しい引き出しを購入すること

です。それは約100個の引き出しとそれに対応したキャビネットを毎年購入することにな

ります。

　他方，提案のルーズリーフ目録は，ユニット対ユニット，引き出し対冊で，カード目録

の10倍の件数が入るでしょう。良質なルーズリーフ・システムは（それは必ずしも機械仕

掛けの留め金具を伴いませんが）引き出しよりも素早く操作することが出来る上，作業が

座って行えるといった事実を無視するとしても，労働維持費が最大10分の1に切りつめら

れることは明白です。ルーズリーフ・システムが引き出しの10倍も費用がかからないので，

この項目についても節約はあるでしょう。冊数の増大は，現在の水準で数年間続くとして，

年に平均10冊の割合でしょう。

　この提案を議論する際，議会図書館内外の権威ある様々な人物たちが反対を提起しまし

たが，その時それらは私には理にかなってるとも真面目とさえも思えなかったし，今でも

思えません。別の解決方法がこうした専門家たちによって好まれ，カード目録の廃止と機

械的方法による冊子体目録への転換が行われました。この解決方法は非常に歩みがのろく，
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非常に量が多すぎ，とりわけ非常に無駄でした。というのも，そうした目録は消耗用にの

み印刷されるからで，図書館の権威ある人物たちの嘆かわしき同意を得て，このような大

目録を入手し，相当利益のある投機物に変えていた受益団体によってすでに始めてられて

いたプロセスです。こうした目録の最大のものでさえ，依然として完壁とはほど遠い状態

にありますので，目録の最初の日付以前に出版された本を確かめるため四連続のアルファ

ベット排列㈹を調べる必要がすでにあります。全てが多大な費用で解体され置き換えられ
　　　　　　　　　　　　　ヘ　　　ヘ　　　ヘ　　　ヘ　　　ヘ　　　ヘ　　　ヘ　　　へ

ることになっていて，それが無限に続くのです。

VI

　書物が保管される場所についてまだ何も話していませんでした。もちろん最も広い意味

で書物について話をしているのですが。そうした場所は私にとって尽きることのない驚き

と喜びの源です。詩人ハウスマンは詩を読んだときに感じた肉体の興奮を記述しました。

私はもっとも幸運な男でして，というのも生涯を通じて，同じ経験を詩を読むときだけで

なく，書物と一緒に暮らしているときにも，してきたからです。初めてどこかの図書館に

足を踏み入れるときはいつでも深い感動の経験でした。まず辺りを見回し，その場所のス

ピリットを素早く吸い込み，宝の家へ第一歩を踏み出す。こうしたことを私は飽きること

なく何度も経験してきました。興味のない書物などないので，興味のない図書館もあり得

ません。私は世界のもっとも偉大な美術館，もっとも素晴らしい教会，もっとも壮麗な屋

敷の多くで，たくさんの楽しい時間を過ごしてきましたが，この飛すぐに私が述べようと

思う図書館や，ほんのちょっと付け加えると，ハンフリー公図書室（64），ザンクト・ガレン

修道院図書館（65），コペの文書館（66），アンブロジア図書館（67），ハンチィントン図書館（68》に最

初の一歩を踏み入れたときのような感動一しばしば肉体的に感じたものです一そうした感

動を覚えたところはありませんでした。そうした場所では形式と内容が圧倒的な全体を形

成しています。

　あといくつか特定のことがらについて言葉をお許しいただきたいと思います。大革命が

イギリスの公共図書館に起こってきました。50年前，ごく少数の例外を除き，公共図書館

は貧困な連中でして，主な職員は同じように資質が貧しく地位が低い人々からなっていま

した。ずっと前に，私はしばらくハムステッドの公共図書館委員会に勤めていました。そ

の委員会は市議会の委員会の中でもっとも若くあまり重要ではないものの一つとみなされ

ており，たぶん公衆浴場の陰，霊園より寸分上，とみなされていたものです。図書館長の

任命といった重要な決定が下されねばならないときはいつでも，市長が突然現れて私たち

に命令したものでした。市長はよく書物の購入にさえ口を暗んできました。スペイン内戦

の時期，親ファシスト的出版物のみが図書館に入るよう気をつけていたのです。ある時，

ジュール・ロマンの『善意の人』㈹を購入予定リストの中に見つけると，彼はやってきてそ

れを買わないようにと言いました。彼の意見ではそれは品がないからだというのです。そ

ういうことのすべてを図書館協会が変え，我々の最良の公共図書館はいまや北アメリカの
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公共図書館の前でさえ頭を下げる必要がありません。

　特殊図書館の勃興は，図書館協会の設立に関わっていた我々の一部が期待していたよう

な利益のすべてをもたらしはしませんでした。私の考えでは，こうした組織としては，彼

らが厳密に言って図書館であれば，図書館協会の傘の下にやってくるべきで，残りのもの

は率直に自分たちは情報センターなのだというべきなのです。

　偉大な図書館のうち，私が生涯愛したのはブリティッシュ・ミュージアムでした。私が

閲覧券を申請したとき自分の年をちょっとごまかしましたが，その閲覧券を半世紀以上も

保持しています。私が初めて知ったとき，ブリティッシュ・ミュージアム図書館は不完全

なこの世界にあって限りなく完全に近い存在でした。そこはどんな場所についても，どの

時代についても，自国以外のどんな言語についても，ほとんど全ての主題についても，最

良の書物コレクションであり，最大のものでもありました。その目録は最良でした。その

サーヴィスは最良でした。その職員は学識があり，好感が持てました。私は多年にわたっ

て，フレデリック・ケニョンとA・M・ポラードとアランデル・エズデイルと会釈を交わ

しています。北図書室のアルコーブで作業していたとき，節約していない施設，快い環境，

どんな教職員の談話室も優美にしてしまう談話の集まりを享受しました。『世界書誌』のど

の版にも「ブリティッシュ・ミュージアム印刷本部の部長，役員および職員に感謝と称賛

を込めて」という献辞を入れたのは理由のないことではありませんでした。（何年もののち

車輪は一周りしました。というのも私が記念論文集の献呈によって名誉をあたえられたと

き〔9〕，選び抜かれエレガントに作られた受賞者の著作目録をその号に寄稿したのはサー・フ

ランク・フランシス，時の図書館長兼主席図書館員でした。）ああ悲しいかな，栄光は去り

ました。アルコーブは北図書室の建て直しと大衆化の際に廃止され，そのすばらしい空間

は他と同じただの大部屋になってしまいました。ブルームズベリのブリティッシュ・ライ

ブラリは一そう呼べるようにならねばならないのですが一依然として世界でもっとも豊か

ではありますが，残りは全て消え去ったか消えつつあります。いくつかの恐ろしい間違い

がそこで，そして博物館全体でなされており，大臣として有能であることを我々に示しつ

つある貴族の任命で頂点に達しました。

　私は，毎日，一日中ブリティッシュ・ミュージアム図書館で作業していたとき，長年の

間そうしたように，しばしば仕事を中絶しました。というのも私の健康がよかったことは

決してなかったからでして，そんなときにはミュージアムの展示室，永年のうちに私が本

当に詳しく知るようになったものですが，そこで新しい力を吸収したものでした。こんな

ことは図書館が物理的に博物館から切り離された時にはもはや不可能な，計り知れない利

益ですし，分離は過去にしでかしたへまに匹敵するような最大級の間違いの一つです。

　私がヨーロッパ大陸で一番よく知っている図書館はフランス国立図書館です。そこでは

〔9〕　　7物θ〆19θ・ρプ漉θEη彪gr乃孟θ勿〃3θη’ごs彦躍」ゴθs　1り名θsθ％’θ4’07椀θ040箔6　Bθ∫’〃㎜η（Edinburgh＆c．

　1967）．
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話がたいへんちがいます。私が初めてそこを知ったとき，管理があまりに悪くて改善する

しかない状態でしたが，・偉大な人ジュリアン・ケインのたいへん長い職歴のおかげで，国

立図書館は巨大な進歩をとげました。ただし印刷本の目録は例外で，1世紀たっても依然

として僅かなペースでゆっくりと進んでいます。そこでの通常業務を妨げることなく中央

閲覧室の下に穴を掘ることによって国立図書館の目録室を創設することは，想像力と結び

ついたときに何ができるかを示しています。

　アメリカ議会図書館は，幸福で勤勉な数完膚を過ごしたところですが，50年前は不便さ

の点で記念碑的な建物と貧弱な蔵書しか持っていませんでした。ところが，最近まで何代

も続く才能豊かで活動的な図書館長たちが，輝かしい機能的建物を付け加え，図書館自身

をとても強固なもの，たぶん今では世界最大のものに変えてしまいました。アーチボルド・

マクリッシュが今日そこに戻り，目録作成者たちに君らは塵法にかゆった無気力な状態で

生きていると再び言うに違いありません。しかし，議会図書館とその他全てのアメリカの

大図書館一そのうち，最良のものはニューヨーク公共図書館と，ハーバード，エール，プ

リンストンの各図書館一によって提供されるサーヴィスは，その時でも並ぶものがありま

せんでした。これもまた変わりました。アメリカの図書館は今や多くのヨーロッパの図書

館の所有者的・商業的態度を採用する傾向にあります。

　過去と現在との違いをはっきりさせるという，この苦痛に満ちた主題についての私の結

論は，恐ろしく単純です。もしブリティッシュ・ミュージアムと議会図書館が30年代に今

日のように運営されていたら，個人的な調査，検査，記述に基礎を置く私の『世界書誌』

や同様の著作が着手されることはなかったでしょう。

　私が作業した図書館全てに言及することはできませんが〔10〕，特にヴァチカン図書館に敬

意を表したいと思います。そこの職員は，故ティスラン枢機卿の頃から，私の問い合わせ

が彼らの大敵ヴォルテールに関するときでさえ，いつもすぐに応対して助けてくれました。

さらに，ヴァチカン図書館は，私の関心のある手稿がそのコレクションの中に発見された

ときには自発的｝ζ知らせてくれる（［オランダの］ユリアナ女王の私設文書館を別にすれば

一しかしこれは別の話です）唯一の図書館です。これには感謝の言葉もないくらいです。

更にヴァチカンの資料は想定されうるものだけではありません。いくつか例を挙げられま

すが，一つで充分でしょう。それはブリティッシュ・ミュージアムに次いで，古美術書に

ついて世界でもっとも素晴らしいコレクションを持っています。

　建物としての図書館について細大漏らさず話をしたいのですが，今日は不可能のようで
　　　　　　　ヘ　　　ヘ　　　ヘ　　　へ

す。次のことを付随的に言うだけにしましょう。それは，私の意見では，私の知っている

図書館．の中で，エール大学のバイネッケ図書館〔11〕の外装がもっとも美しく，コインブラ大

〔10〕　そのほとんどのリストは以下にある。7％θCo〃ψ観θ2〃。漉sげレ∂Z三景（1968），vo1．85，　pp．

　XXX1－XXXV1．

〔11〕写真ではこの建物の判断を出来ない。なぜなら半透明のヴァーモント大理石の壁に当たる

　光の芝居がその美しさの本質的部分だからである。
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学の図書館の内装がもっとも美しいということです。新しいブリティッシュ・ミュージア

ム図書館を見るまで生きていられないでしょうし，．そのことはブックマンとしてのこの50

年が終わりにさしかかっていると感じるこの頃では少なからぬ私の悲しみでもあります。
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diversi vccelli (In Roma:Appresso Andea Fei,･l622). .
  Belon, Pierre, 1517?-1564. La nature & diuersite des poissons, auec leurs pourtraicts,

representez au plus pres du naturel (A Paris : Chez Charles Estienne, 1555).

  Hoefnagel, Jakob, 1575-1630. Diversee insectarum volatilium icones ([Amsterdam] :

Typisq[u]e mandatae. a Nicolao Ioannis Visscher, 1630).

  Barlow. Francis, 1626?-1702 ; Hollar, Wenceslaus, 1607-1677. Seuerall wayes of hunt-

ing, hawking, and fishing, according to the English manner invented by Francis Barlow.

Etched by W. Hollar ([London]: And are to be sould, by Iohn Overton, [1671]). '

  ?Chauveau, Hardouin. Ciest 1'ordre qui a este tenv a la Aouvelle et ioyevse entr6e
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  Les Plaisirs de l'ile enchantee (A Paris : De 1'imprimerie royale, 1673 [i.e. 1674]).

  Alciati, Andrea, 1492-1550. Andreae Alcjati Emblematvm libellvs (Parisiis: Ex-

cudebat Christianus Wechelus, 1534) .

  Paccioli, Luca, d. ca. 1514. Diuina prQportione Opera a tutti glingegni perspicaci e

curiosi necessaria Oue ciascun studioso di Philosophia ([Venetiis]: A. Paganius

Paganinus, [1509]).

  Tory, Geoffroy, ca. 1480-ca. 1533. Champ Flevry (Paris: Geofroy Tory and Giles

Gourmont, 1529).

  Hugo, Herman, 1588-1629. De militia eqvestri antiqva et nova ad regem Philippvm

IV. (Antverpiee: Ex Officina Plantiniana Balthasaris Moreti, 1630).

  Marzioli, Francesco. Precetti militari (In Bologna : Per 1'Erede di Dominico Barbier-

ri, 1670).

  Dttrer, Albrecht, 1471-1528. Underweysung der messung mit dem zirckel und richt-

scheyt in Linien, ebnen und gantzen corporen (Gedruckt zu NUremberg, 1525).

  Bertelli, Ferdinando, ca. 1540-1596. 0mnivm fere gentivm nostree eetatis habitvs,

nvnqvam ante hac Eediti (Venetijs: Typis excudebat Ferdinando Bertelli, 1563).

  Caroso, Fabritio, ca. 1525--ca. 1605. Il ballarino (In Venetia: Appresso Francesco

Ziletti, 1581) .

  Mercurialis, Hieronymus, 1530-16e6. Hieronymi Mercvrialis De arte gymnastica libri

sex (Venetiis, 1573).

  Tuccaro, Arcangelo, b. ca. 1535. Trois dialogves de 1'exercice de savter, et voltiger en

1'air (A Paris: Chez Clavde de Monstr'oeil, 1599).

  )tits, 1992 ttlicDptsttuve}*, "fencing (Thibault 1628)" }IEpt6t"L"(V>6.

  Jousse, Mathurin, b. 1607 serrurier, architecte. La fidelle ouverture de 1'art de serrur-

ier (A La Fleche : Chez Georges Griveav, 1627). Le theatre de 1'art de carpentier (A La

Fleche:Chez Georges Griveav, 1627).

  Foresti, Jacobus Philippus, 1434-1520. De plurimis claris sceletisque mulieribus

(Ferrarie : Laurentij de Rubeis de Valentia, 1497).

  Roswitha von Gandersheim, ca. 935-970. 0pera Hrosvite illustris virginis et monialis

GerMane gente Saxonica orte nvper a Conrado Celte inventa (Norunbergee, 1501).

  Holbein, Hans, the younger, 1497-1543

  Erasmus, Desiderius, d. 1536. Mwptag E)ocw#tov (Morias enkomion) (Basilea) : Typis

                                    'Genathianis, 1676). '  Fridolin, Stephen, 1430 (ca.)-1498; Wolgemut, Michael, 1434-1519. Also endet sych
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  Pleydenwurff, Wilhelm, d. 1494

  Schedel, Hartmann, 1440-1514. Registrum huius operis libri cronicacum cu[m] figuris
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　　etジmagi［ni］bus　ab　initio　mu［n］di（Nuremberg：Anton　Koberger，．1493）．

（54）　Theodore　Bester！nan，αゴακδooたsσ011¢o渉64απ40α劾1αgz昭4の蹄6040名6　Bθsホθ吻α〃

　　　（London：Maggs　Bros．　Lt己，19．7．5）．

（55）　物即αC凌吻α雇。漉θγ．6勿瘤2s｛ゾE％g！娩1あθ吻（Hampstead：The　Guyon　House．

　　Fress・1938）．・

（56）　Theodore　Besterm．an，　ed．，　yb1彦α加徳60吻｛沙。η46〃。θ（Gen6ve：．．　Institut　et　mus6e

　　Voltaire，1953－65），107　vols．

（57）　Theodore　Besterman，∠4ω07」4励♂ゴogπψ勿げろげう〃og吻雇θs（London：Printed　for　the

　　author　at　the　University　Press，　Oxford，1939－40）．　Theodore　Bester血．an，　Aωoπ4

　　　δあ”㎎吻勿　（ゾ　うあ1ゴog吻雇θS　αη4　6ゾ　うあ1’09吻ゐゴ0αJ　o〃砂♂09％6畠　0認6η4α7S，α∂S’η0鵡

　　　4匁θs云s」勿4綴θ∫αη4．漉θ1漉θ．2d　ed．（London：Priv．　published　by　author，1947－49）；3d　and
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　　　1942（Ann　Arbor，　Mich、，Edwards掛os．，1942－46），167　v．議会図書館の．カ．一ドを写真に

　　　より縮小複写した冊子体目録で，．1．頁に18枚のカー．ドが再現されている。Theodore　Bester－

　　　man，“The　Library　of　Congress　and　the　future　of　its　catalogue”，勉θノ∂π7％α1げ40膨勉θη一

　　　如’ゴ07z（1＞【arch　1946），pp．194－205．

（60）Cent御r。アメリカ人の書誌学者Bruce　Rogersがデザイン．したヴェネチアン・ローマン体

　　　の一つ。

（61）Arrighi。　Lodovico　degli　Arrighi　da　Vicen乞a（16．世紀の習字教師。初め教皇文書局Papal

　　　Chanceryに勤務し，後に印刷業者となる）がデザインし．たチャ．ンセリー・イタリック体の一

　　　つ。

（62）Bembo。オー．ルド・フェイス・ローマン体，．又は．，チャ．ンセリー・イタリック体の「つ。

（63）　地’ゴ。ηα1σηゴ。ηC磁zJo霧ζz　6％〃z協σ’勿θ岬功071♂s’解ργ6sθ螂勿9五あηリノ（ゾCoη9廻ss

　　　ρ珈孟θ40α眺α〃ゴ媚θs勿。吻4勿励67／1彿θ沈α％1ゴう勉漉s．1953－1957（Michigan，

　　　1958）．，2．8v．；エ958－1962（New　York，1963），50　v」；19634967（Michigan，1969），59　v．；

　　　1968－1972（．Michigan，1973．），104　v．の．4セットを喩えているものと思われる。

（64）オックスフォード大学ボドリー図書．館の中にある貴重出色．書室の．通称。

（65）Stiftsbibliothek，　St．　Ga．Ilen。スイスのザンクト・ガンン州ザンクト・ガレンにある修道院

　　　の図書館。

（66）スイスのヴォ州コペ（Coppet）にあるコペ城の文書館。この城にはかつてジャック・ネッ

　　　ケルと娘のスタール夫人が居住していた。

（67．jBibliQteca　Ambrosiana。イタリアのミラノにある図書館。

（68．）Huntington　Library。アメリカ．・カリフォルニア州サンマリノにある． }書館る

（69）　Romains釦．　Jules，1885－1972．　Les　hommes　de　bonne　volont6（Paris：Flammarion，1932）．
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訳者あとがき

　本書は，E物ッ8α鴬σ600々〃ηη」7「加、4剛η4611　Es4σ∫1θLθ0劾廻1973勿7物6040％

Bθs’θ撒％（London：The　English　Association　and　The　Library　Association，1974）の翻

訳である。原著はセオドア・ベスターマン（1904－1976）が1973年にイギリス図書館協会

と英語協会の合同会議で行ったアランデル・エズデイル記念講義の原稿を出版したもので

ある。

　なお，同じ年に講義名の異なる版がアメリカで出版され（．F物ッα粥α∂oo勧侃’乃伽げ

、肋η鰯ムRゴ。加名4H．翫。θ御α舵7五θ6川名6，1973（New　Brunswick，　N．　J．：Rutgers　Univer－

sity　Graduate　School　of　Library　Service，1974）。），その後7〕肋040z6　Bθ漉㎜η，励伽g勉一

ρ加7伽4θ疏0γ」σSθ1θ6’づ0ηq〆名ゆ名6Sθ彫α’勿θ嫉おα漉α1のF瓶πα碧oo　CO名4αSOO

（Metuchen，　N．　J。，＆London：The　Scarecrow　Press，　Inc．，ユ992）に再録された。1992年再

録版とロンドン版を見比べてみると，ロンドン版ではイタリック体だった本文が再録版で

はローマン体に直され，本文のごく一部が変更されるなどの小さな変化が存在する（本文

上の重要な変更点については訳註に記した）。アメリカ版自体は未見であるが，両者の違い

は元来ロンドン版とアメリカ版の違いに由来するものであろう。

　本書はベス卜書マンの自伝的作品であるが，彼の前半生についてはあまり触れられてい

ないので，ここで簡単に記しておく。

　セオドア・ベスターマンは1904年11月18日ポーランドのユダヤ系の家庭に生まれた。

幼少時に家族とともにロンドンに移住し，移住後はもっぱら自宅で教育を受け，学校教育

をほとんど受けず，大学にも通わなかったという。その彼が十代の時に最初に関心をもっ

たのが神智学theosophyであった。神智学とは，「人間に神秘的霊智があって，これによっ

て直接に神を見ると説く信仰・思想」’（『広辞苑』）のことで，ベスターマンはその指導者で

あるアニー・ピサント（1847－1933）を敬愛し，乃6げ捌og吻勿（ゾノ1ηπゴεBおα螂（卑ondon：

The　Theosophical　Society　in　England，1924）を出版した。これは彼が二十歳の時に出版

した最初の著作であった。

　神智学と並行して，パラノーマルな現象への関心を深め，1927年から1935年まで心霊研

究協会（Society　for　Psychlcal　Research）の調査官の一人であった。複数の論文を発表す

るほか，機関誌の編集者及びライブラリアンとなり，協会図書館の蔵書目録五四勉ηo吻・

10g％εげ漉θSoo渉吻ヵ7殉6ぬ∫6α1　Rεsθα励（Glasgow：Robert　MacLehose＆Co．，1927）

及び四つの補遺（SゆφZ〃36鋤1927－1928∫19284929∫エ929一エ930／1931－33（1928－

1933））を出版した。

　他方，民俗学や人類学にも関心を示し，アーネスト・クロウリーの71外物ノS漉瑠θ」α

s’％のげ加〃zゴ伽8㎜γ磁gθの1927年版やS’％伽sげs卿㎎6s伽4　s醗の1929年越などを

編集し，1934年には酬捌og吻勿げS〃力〃zθs　G60㎎θF彫87を，1935年には・46ゼ∂1Jo－

g吻ッ（ゾSか01勿6γ五〇㎏θを出している。
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　こうした前半生について，彼の義理の息子であるエドウィン・ベスターマンは次のよう

に述べている。

　彼の人生の初めと子供時代は並はずれて不幸だった。彼の父は極端に限られた展

望をもつ明らかに偉大な学者で，セオドア．に学究への種子を確実に植え付けゴ家庭

で彼の教育の多くを引き受けた。事実，彼の正規の教育はほとんどなく，ハロウ地

域でふた学期のみだった。他には正規の教育を受けておらず，大学教育もなかった。

若い頃から毎日，自己教育のため，昼食用にリンゴを1個持って，ブリティッシュ・

ミュージアムに赴いたが，いつも母親からとても辛辣なコメント付で送り出された

ようだった。彼には14歳で溺死した弟がいて，それが明らかに家族の社会生活すべ

てを止めてしまい，彼の不幸な子供時代をいっそう例示している。10歳の私に初め

て会ったときの彼の態度は，彼が明らかに一度も子供だったことがなく，彼の人生

のほとんどいかなる時も子供たちを理解したことも親密であったこともなかったよ

うで，彼は明らかにこの点で多くをし損なった。不運なことに，彼は自分の教育を

誇る代わりに，常にこれを隠し，ある点をまるで伝統的な教育システムを出たかの

ように粉飾さえした。このことは，彼が二十歳で最初の本を出版したので本当に注

目に値する。

　彼の初期の関心は，実のところ，彼が出会った人々に導かれたもので，もっとも

初期の一人はアニー・ピサントで，次がサー・オリヴァー・ロッジ，そしてサー・

ジェームズ・ジョージ・フレーザーだった。この人たちに彼は初め書誌を作るため

に会い，その後，彼らとの接触を通して心霊研究へ関心をもった。

…… O十代半ばに最初の妻と離婚したというスキャンダルが彼の友人のほとんどを

失わせることとなり，心霊研究協会との関係を断念しなければならなくなった。こ

のことは彼をかなり苦しめた。

（Edward　J．　Carter，“Theodore　Besterman：apersonal　memoir”，　in　7物θ040廻

Bεs云6㎜π，∂訪1’09吻）乃θγ己zη484”07，PP　41－42）二

　学究生活の当初から書誌との関わりの深かったベス別口マンであるが，1930年代に入る

と書誌への傾倒がいっそう明らかになる。1931年にロンドン・ユニバーシティー・カレ’ッ

ジの図書館学部講師となり，1935年には編者の一人として招かれたオックスフォード書誌

学叢書から・7〕肋∂6g勿π勿gs（ゾ釧s孟6〃観漉∂ゴ6〃og男呼’を出版した（翌年第二版，1950年

に改訂第三版にあたるフランス語版）。当時イギリスでは，W・W・グレッグらが“new

bibliography”ある．いは“critical　bibliography”を提唱し，従来の書籍を列挙・分類する
ヘ　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　ヘ　　へ

書誌から書籍の成立過程を比較的・歴史的に研究する書誌学への「改革」を行っていたが，
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ベスターマンはそうした動きに反し，従来の列挙・分類を重んじる書誌（グレッグが命名

するところの“systematic　bibliography”）を擁護iした。、

　1938年には7腕6ρπ6傭雇ηg万吻（ゾGo46〃α勿l　Dα廊θs’sθ166’60筋召⑫oη4θηoθαπ4

α060％鳩1793－1836を出版した。この同じ年，η～θ磁。θ〃ηgs伽4　s門端gsげ裁’舵γ

ル伽46B国老ガを出版し，翌年には7物P年月3勲’勿欝を1622年版からのリプリント

として出した。さらに，福㎎照G8吻伽40伽76加吻鴬げEη81勧励θ勿の翻訳を出し

ている。これは彼’の短命なガイオン・ハウス・プレスの出版物である。このコピーは第二

次世界大戦中，アメリカ議会図書館でオリジナルのチャーターとともに展示されていたと

いう。

　そして，1939－40年，『世界書誌の書誌』を出版することとなった（第二版は1947－49年，

第三版は1955－56年，第四版は1965－66年）。採録件数117，000件以上，書誌の書誌として

は桁外れに包括的なこの書誌の出版に際して生じた出版業界との肺肝については，本書に

詳しい。

　『世界書誌の書誌』の初版から第二版まで時間が空いているのは，ベスターマンがイギリ

ス軍に従軍し，戦後は1949年までユネスコに関係していたからで，ユネスコでは国際情報

交換局の局長を務めていた。ユネスコでの活動とそれ以降のヴォルテール研究における活

躍については本書の語るとおりである。

　彼は1976年11月10日，オックスフォード近郊のバンペリーで亡くなった。

　ところで，ベスターマンの人柄について，エドウィン・ベスターマンが興味深いことを

述べている。

　社交面では，彼はむしろ隠者の生活を送る傾向にあって，ほとんどもてなすこと

もなく，わずかな友人としか会わなかった。ごく親しい友人の小さなサークルはあ

ったが，実際には少しも知人はおらず，彼がすべてを注ぎ込んでいた関心事は仕事

だった。彼はユーモアのセンスはあったが，残念ながら極端に冷笑的かつ皮肉な口

調の持ち主なので，彼をあま丁知らない人はそれに度肝を抜かれるようで，多くの

人は全く無意識に深く侮辱されたと思い，彼の方は，なぜ彼らがそんなに傷ついた

のかについてしばしばとてもとまどった。彼は自分の皮肉の鞭を決して理解しなか

った。

　彼はとても規則正しい生活を送り，食事，仕事，起床，就寝の時間に正確無比で

あった。彼は仕事を始めるためとても早い時間，しばしば午前4時に起き，それに

対応して早朝開始のため十分な睡眠を取るために早めに，9時半には就寝した。そ

のため，彼の社交生活と仕事の生活は実際上同一で，不幸なことながら食事を取る

のと人に会うのとがむしろ退屈な合間の時間であったようだ。にもかかわらず，彼

にアピールする人，あるいは彼が喜ばせたい人と会うときは，古今東西に並ぶもの
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のないほど魅力的な上手な語り手となり，実際，社交生活に対してはジキルとハイ

ドのような態度を取った。つまり，周囲のどの人よりもその部屋でもっとも魅力的

な男か，そうでなければ痛々しい頭をもった熊のように振る舞った。不幸なことに，

この多くがたぶんに何年もの間，潜在的で未診断の糖尿病の存在のためで，彼は医

者を全く信用していなかったので，ほとんど医者にはかからず，病気を見逃してき

た。そのため，彼の気分の揺ればもともと器質的なもので，多くの人が考えたよう

な神経症的なものではない。（ibid．，　pp　41－43より）

こうした性格・気質が，本書の中で自らが語った数々のエピソードに別の光を投げかける

ようにみえるというのは言い過ぎであろうか。

　最後に，名古屋大学名誉教授で現学士院会員の水田洋先生には訳文について細かく丁寧

な助言をいただいた。元来，先生が翻訳の版権をお取りになっていらしたのを，訳してみ

ないかと勧められ，軽い気持ちで引き受けたものの，自分の至らなさ，未熟さを痛感する

訳業となってしまった。ここに深くお詫びすると共に，感謝の気持ちを表したい。
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